
 
 

 

平 成 ２ ５ 年 ４ 月 １ ０ 日 発 行  洞 爺 湖 町 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課  

洞 爺 湖 町 社 会 教 育 ｷｬｯﾁ ﾌ ﾚ ｰｽ ﾞ“ 学 び あ う 心 が つ く る  人 ・ ま ち ・ 歴 史 ” 

 

～ パークゴルフ 協会からのお知 らせ ～  
 

パークゴルフ教室の開催  
パ ー ク ゴ ル フ シ ー ズ ン が 近 づ い て き ま し た 。教 室 に 参 加 し て パ ー ク

ゴ ル フ の 正 し い マ ナ ー や ル ー ル を 身 に つ け 、安 全 で 楽 し い プ レ ー を

行 い ま し ょ う 。  

日  時  ５ 月 １ 日 （ 水 ） ９ 時 ～ １ ２ 時  雨 天 時 は ２ 日 （ 木 ）  
対 象者  洞 爺 湖 町 民 （ 運 動 し や す い 服 装 ・ 運 動 靴 ）     
場  所  夕 日 が 丘 パ ー ク ゴ ル フ 場       
参加料  １ ５ ０ 円 （ 当 日 受 付 で 徴 収 ）  

（ 用 具 の な い 方 は 2 0 0 円 で 借 り ら れ ま す ）  
申 し 込 み 当 日 会 場 で 受 付 け ま す 。  
問 合 わ せ ﾊﾟｰ ｸ ｺﾞ ﾙﾌ協 会  楽 木 （ ℡ 7 6 - 3 9 7 2） ・ 青 木 （ ℡ 7 6 - 3 5 8 9 ）  

問合せ・申込み 
社 会 教 育 課  T E L ７ ４ － ３ ０ １ ０  F A X ７ ６ － ３ ２ １ ６  

 

平成２５年度 洞爺湖町プール監視員募集 
プ ー ル 監 視 員 採 用 要 件 に つ い て  

区  分  資 格 等  
年 齢  

要 件  
任 用 期 間  勤 務 形 態  

募 集  

人 員  

洞 爺 湖 町  

プ  ー  ル  
（ 虻 田 地 区 ）  町 内 に 住

所 を 有 す

る 健 康 な

方 （ 救 命

講 習 会 受

講 者 、 ボ

イ ラ ー 技

士 優 遇 ）  

65

歳  

以 下  

５ 月 下 旬  

～  

1 0 月 上 旬  

早 出  9 :0 0 ～ 17 :0 0  

遅 出 1 6 : 3 ０ ～ 2 1 :0 0  

時 給  820 円  

若

干

名  学 校 水 泳  

プ ー ル  
（ 洞 爺 地 区 ）  

６ 月 下 旬  

～  

９ 月 上 旬  

平 日 1 4 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0  

土 ・ 日 ・ 祝 日  

   9 : 0 0 ～ 16 : 0 0  

夏 休 み 期 間  
9 :0 0 ～ 1 ６ : 00  

  1 8 :0 0 ～ 2 ０ : 00  
時 給  820 円  

※ 施 設 は 休 日 で も 開 放 し て い ま す の で 、 交 代 で の 休 み に な り ま す 。  

、  申 込 方 法  申 込 書 は （ 教 育 委 員 会 、 温 泉 支 所 、 洞 爺 総 合 支 所 ） に あ り  

ま す      ま す 。 ５ 月 ７ 日 （ 火 ） ま で 、 下 記 に よ り 提 出 し て く だ さ い 。 

  提 出 先 ： 洞 爺 湖 町 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 （ 役 場 及 び 総 合 支 所 内 ）  

面 接 の 方 法 及 び 採 用 通 知  

申 込 書 提 出 方 法  面 接 方 法  採 用 通 知  

申 込 書 は 自 署 に よ り 、直 接 本 人 が

持 参 し て 下 さ い 。郵 送・代 理 人 の

提 出 は 受 付 い た し ま せ ん 。  

申 込 書 提 出 後 あ

ら た め て 面 接 を

行 い ま す 。  

直 接 本 人 に  

通 知 い た し ま

す .  
 

 



 

～ 『 日 ・ 韓 ・ 中  国 際 芸 術 画 展 』 町 民 受 賞 作 展 ＆ 講 習 会 ～  

   

昨 年 ８ 月 に 、 中 国 ・ 韓 国 ・ 道 外 か ら の 訪 町 文 化 団 を お 迎 え し た  

全 国 公 募 【 日 ・ 韓 ・ 中  国 際 芸 術 画 展 】 に お い て の 町 民 受 賞 作 や 、  

講 習 会 の 作 品 ほ か ６ ０ 点 を 展 示 し ま す 。 今 年 は 、 開 催 地  韓 国 よ り  

洞 爺 湖 町 に 『 韓 ・ 日 ・ 中 彩 墨 画  多 文 化 交 流 展 』（ ７ 月 開 催 ） に 向 け  

て の 友 好 出 品 の 依 頼 が あ り ま し た 。 町 民 参 加 型 の 墨 彩 画 講 習 会 を 、 

下 記 の と お り 開 催 い た し ま す の で お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い 。  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

主 催 ： 特 定 非 営 利 活 動 法 人  国 際 芸 術 文 化 協 会  

協 力 ： 北 海 道 趣 墨 会 （ 洞 爺 湖 ・ 札 幌 ・ 室 蘭 ・ 登 別 ）  
 
 

◆ 四 季 の 絵 ・ 簡 単 絵 付 講 習 会  

１ ． 色 紙 大 型 版 『 小 鳥 と 花 の あ る 四 季 』 水 彩 パ ス テ ル 画  

日  時  ４ 月 ２ ３ 日 （ 火 ） 13 :30～ 15 :00  

場  所  洞 爺 湖 町 役 場 ロ ビ ー 展 会 場 内  
 

２ ． 額 ブ チ 型 版 ＆ 陶 版 『 鶴 の 舞 い 』（ 絵 付 け ）  

日  時 ４ 月 ２ ９ 日 （ 月 ・ 祝 ） 13 :30～ 15 :00  

場  所  入 江 ４ 区 集 会 所  
 

 ３ ． 色 紙 版 『 洞 爺 湖 の 月 華 』（ 画 紙 に 扇 面 ・ マ ッ ト ）  

日  時  ５ 月 ７ 日 （ 火 ）  13 :30～ 15 :00  

場  所  洞 爺 湖 町 役 場 ロ ビ ー 展 会 場 内  
 

 ● 担 当 講 師  北 海 道 趣 墨 会 各 支 部 長  

        全 国 水 墨 画 美 術 協 会 評 議 員  

● 申 込 み 先  小 杉 （ 76-3138） 青 木 （ 76-3589）  

◆ 『 日 ・ 韓 ・ 中  国 際 芸 術 画 展 』 町 民 受 賞 作 展  

平 成 ２ ５ 年 ４ 月 ２ ２ 日 （ 月 ） ～ ５ 月 ７ 日 （ 火 ）  

９ ： ０ ０ か ら １ ７ ： ３ ０ ま で （ 土 日 ・ 祝 日 を 除 き ま す ）  

洞 爺 湖 町 役 場 ロ ビ ー  



 
 
 
 

「 縄 文 人 の 暮 ら し を 紐 解 く 」  

-世 界 の 民 族 事 例 か ら 入 江 ・ 高 砂 貝 塚 を 考 え よ う -  

  

史 跡 入 江 ・ 高 砂 貝 塚 は 、 貝 塚 や 竪 穴 住 居 跡 、 お 墓 を 中 心 と し た 縄 文

時 代 の 遺 跡 で す 。 縄 文 時 代 と い え ば 、 狩 り を し 、 植 物 を 採 り 、 魚 を 釣

る と い っ た 狩 猟 採 集 生 活 を 思 い 浮 か べ ま す が 、そ の 生 活 ぶ り は ま だ 断

片 的 に し か わ か っ て い ま せ ん 。し か し 、当 時 の 様 子 を よ り 詳 し く 知 る

た め に 、世 界 の 狩 猟 採 集 民 の 暮 ら し ぶ り を 参 考 に し て 紐 解 い て い く 方

法 も あ り ま す 。  

 そ こ で 、今 年 の 縄 文 ロ ビ ー 講 座 は 、縄 文 人 の 暮 ら し ぶ り を も っ と 深

く 知 る た め に 、世 界 に 残 る 狩 猟 採 集 民 の 暮 ら し と 考 古 学 の 遺 物 を 見 比

べ な が ら 、縄 文 時 代 入 江 ・ 高 砂 貝 塚 の 暮 ら し の 様 子 を 紐 解 い て い き た

い と 思 い ま す 。  

 

～ 「 2013 縄 文 ロ ビ ー 講 座 」 全 8 回 ～  
①  4 月 20 日 (土 )  「 プ ロ ロ ー グ  － は じ め に お 話 し し た い こ と － 」 

②  5 月 18 日 (土 )  「 エ ス キ モ ー 」  

③  6 月 29 日 (土 )  「 北 米 イ ン デ ィ ア ン 」  

④  7 月 20 日 (土 )  「 ブ ッ シ ュ マ ン 」  

⑤  8 月 24 日 (土 )  「 縄 文 シ テ ィ サ ミ ッ ト in 伊 達  講 演 会 」 へ  

⑥  9 月 21 日 (土 )  「 ビ ッ グ マ ン と は 」  

⑦  10 月 19 日 (土 )   「 和 人 が 見 た 近 世 ア イ ヌ の 暮 ら し 」  

⑧  11 月 16 日 (土 )  「 エ ピ ロ ー グ  － 縄 文 時 代 の 狩 猟 採 集 社 会 と は － 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 時  間  10 :00～ 11 :00  

☆ 場  所  入 江 ・ 高 砂 貝 塚 館  洞 爺 湖 町 高 砂 町 44    

☆ 問 合 せ  ℡ 0142-76-5802 

☆ 対  象  小 学 生 高 学 年 ～ 一 般  

☆ 講  師  洞 爺 湖 町 教 育 委 員 会   学 芸 員  三 谷 智 広  

☆ 入 館 料  無 料  

☆ 日 程 は 予 定 で す の で 変 更 さ れ る こ と が あ り ま す 。  

恐 れ 入 り ま す が 、 入 江 ・ 高 砂 貝 塚 館 に お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。  

（ 月 曜 日 は 休 館 日 で す 。）  

☆ 第 ５ 回 8/24 は 、 伊 達 市 で 開 催 さ れ る 縄 文 シ テ ィ サ ミ ッ ト in  

伊 達 の 講 演 会 に 参 加 予 定 で す 。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入 江 ・ 高 砂 貝 塚 館 縄 文 体 験 事 業 の お 知 ら せ  

 【 実 施 日 】  

第 １ 回  ４ 月 ２ ０ 日 （ 土 ）   土 偶 づ く り （ 有 料  １ ０ ０ 円 ）  

第 ２ 回  ６ 月 ２ ９ 日 （ 土 ）  縄 文 土 器 づ く り（ 有 料  ３ ０ ０ 円 ） 

第 ３ 回  ８ 月 ２ ５ 日 （ 日 ）  北 黄 金 貝 塚 縄 文 ま つ り  

第 ４ 回  ９ 月 ２ １ 日 （ 土 ）  石 器 づ く り （ 有 料  ２ ０ ０ 円 ）  

第 ５ 回  １ ０ 月 １ ９ 日 （ 土 ）  貝 の 腕 輪 づ く り（ 有 料  ２ ０ ０ 円 ） 

第 ６ 回  １ １ 月 １ ６ 日 （ 土 ）  勾 玉 づ く り （ ２ ０ ０ 円 ）  

※  

【 時 間 】  １ １ 時 ０ ０ 分 ～ １ ２ 時 ０ ０ 分  

【 場 所 】  入 江 ・ 高 砂 貝 塚 館 （ 高 砂 町 ４ ４ ） ※ 入 館 無 料  

【 対 象 】  小 学 生 ～ 一 般  

【 お 申 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 】  

 事 前 に お 申 込 み が 必 要 で す 。 社 会 教 育 課 （ ７ ４ － ３ ０ １ ０ ） ま  

で ご 連 絡 く だ さ い 。  ※ １ 回 の み の 参 加 も 可 能 で す 。  

『 白 井 柳 治 郎 日 記 』 の 閲 覧 に つ い て  

 明 治 、 大 正 、 昭 和 と 虻 田 小 学 校 の 校 長 を 歴 任 し 、 教 育 の 発 展 に

大 き な 功 績 を 残 し た 白 井 柳 治 郎 氏 が 記 し た 日 記 が 、こ の た び 白 井

日 記 を ひ も と く 会 に よ り 刊 行 さ れ ま し た 。  

 日 記 は 、 あ ぶ た 読 書 の 家 に て 閲 覧 す る こ と が で き ま す 。  

資 料 保 存 の 関 係 上 、 受 付 カ ウ ン タ ー に 設 置 し て あ る 「 資 料 閲 覧 申

請 書 」 に 必 要 事 項 を 記 載 し た 上 で 閲 覧 を し て く だ さ い 。  

 

 あ ぶ た 読 書 の 家 （ ℡ 76－ 2100）  

開 館 時 間  午 前 9 時 30 分 か ら 午 後 4 時 30 分 ま で  

 休 館 日   毎 週 木 曜 日 、 祝 日  

５月１３日は「洞爺湖町縄文の日！」 

 

昭 和 ６ ３ 年 ５ 月 １ ３ 日 は  

入 江 貝 塚 が 国 の 史 跡 に 指 定 さ れ た 日 で す ｡ 

貴 重 な 文 化 財 を 守 り 、 親 し め る よ う 縄 文  

体 験 イ ベ ン ト を 開 催 し ま す 。  

と き ： ５ 月 １ ２ 日 （ 日 ） １ ０ 時 よ り  

場 所 ： 入 江 ・ 高 砂 貝 塚 館  

 

  


